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耐衝撃ドーム型 HDカメラ
型
名 TK-HS221WPR

.

お買い上げありがとうございます。
ご使用の前にこの「取扱説明書」と別冊の「取扱説明書（メニュー設定）」をよくお読みのうえ、
正しくお使いください。
特に「安全上のご注意」は、必ずお読みいただき安全にお使いください。
お読みになったあとは、保証書と一緒に大切に保管し、必要なときにお読みください。
製造番号は品質管理上重要なものです。お買い上げの際には本機に製造番号が正しく記されてい
るか、またその製造番号と保証書に記載されている製造番号が一致しているかお確かめください。

取扱説明書

B5A-1399-00



安全上のご注意
.

ご使用の前にこの「取扱説明書」と本項をよくお読みの上、正しくお使いください。
お読みになったあとは、いつでも見られる所に大切に保管してください。

この表示（文字含む）を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重
傷を負う可能性が想定される内容を示しています
この表示（文字含む）を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負った
り、物的損害の発生が想定される内容を示しています

絵表示について

●この「安全上のご注意」は、オーディオ、ビデオなど機器全般についての内容を記載していますの
で、お客様がお持ちの機器によっては、該当しない項目が含まれる場合があります。

■ 万一、次のような異常が発生した
ときは、そのまま使用しない
火災や感電の原因となります。
・煙が出ている、へんなにおいがする
などの異常のとき。
・画面が映らない、音が出ないなどの
故障のとき。
・内部に水や物が入ってしまったとき。
・落としたり、キャビネットが破損し
たとき。
・電源ケーブルが傷んだとき。（芯線の
露出、断線など）
このようなときは、すぐに電源をお切り
ください。
煙が出ているときは、止まったのを確か
めてから販売店に修理を依頼してください。
お客様ご自身が修理することは危険です。
絶対にやめてください。

■ 不安定な場所に置かない
ぐらついている台の上や傾いた所に置
かないでください。落ちたり、倒れた
りしてけがをする原因となります。

■ 表示された電源電圧以外で使用し
ない

 

火災や感電の原因となります。

■ 船舶などの直流[DC]電源に接続
しない
火災の原因となります。

■ トラックやバスなどのDC24V電
源に接続しない
火災の原因となります。

絵表示の説明
●注意（警告を含む）が必要なこと
を示す記号

●してはいけない行為（禁止行為）
を示す記号

●必ずしてほしい行為（強制・
指示行為）を示す記号

一般的注意 感電注意 水場での
使用禁止

分解禁止

接触禁止

水ぬれ禁止

電源プラグを抜く 一般的指示禁止

この取扱説明書と製品には、いろいろな絵表示が記載されています。これらは、製品を安全に正し
くお使いいただき、お客様や他の人々への危害や財産の損害を未然に防止するための表示です。
絵表示の意味をよく理解してから本文をお読みください。
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■ 通風孔をふさがない
通風孔をふさぐと、内部に熱がこもり
火災の原因となります。
次のことに注意してください。
・押し入れ、本箱など狭いところに入れ
　ない。
・じゅうたんや布団の上に置かない。
・テーブルクロスなどを掛けない。
・横倒し、逆さまにしない。

■ 内部に物を入れない
通風孔やmicroSDカードスロットなど
から、金属類や燃えやすいものなどが
入ると、火災や感電の原因となります。
特に小さいお子様のいるご家庭では注
意してください。

■ この機器の（裏ぶた、カバー、
キャビネット）は外したり、改造
しない（設置時を除く）
内部には電圧の高い部分があり、火災
や感電の原因となります。内部の点検、
修理は販売店に依頼してください。

■ この機器の上に水の入ったもの
（花びん、植木鉢、コップ、化粧
品、薬品など）を置かない
機器の内部に水が入ると、火災や感電
の原因となります。

■ 風呂場など水のある場所で使わない
機器の内部に水が入ると、火災や感電の
原因となります。また、雨天、降雪中、
海岸、水辺で使用するときはご注意く
ださい。

■ 雷が鳴り出したら、アンテナ線や
電源プラグに触れない
感電の原因となります。

■ 電源ケーブルを傷つけない
電源ケーブルを傷つけると、火災や感
電の原因となります。
・電源ケーブルを加工しない。
・無理に曲げたり、ねじったり、引っ
　張ったりしない。
・電源ケーブルの上に機器本体や重い
　ものをのせない。
・電源ケーブルを熱器具に近づけない。

■ 接続する装置の消費電力の合計が
ACアウトレットに表示されてい
る電力を超えて使わない
火災の原因となります。
この機器のACアウトレットが供給で
きる電力は制限されています。
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■ 次のような場所に置かない
火災や感電の原因となることがありま
す。
・湿気やほこりの多い所
・調理台や加湿器のそばなど、油煙や
　湯気が当たる所
・熱器具の近くなど
・窓を閉めきった自動車の中や直射
　日光が当たって温度が上がる所
・窓ぎわなど水滴の発生しやすい所

■ この機器の上に重い物を置かない
重いものや本体からはみ出るような大
きな物を置くと、バランスがくずれて
倒れたり落ちたりして、けがの原因と
なることがあります。

■ この機器の上に乗らない、ぶら下
がらない
倒れたり、こわれたりしてけがの原因
となることがあります。特に小さいお
子様のいるご家庭では注意してくださ
い。

■ 2～3年に一度は内部の掃除を販売
店に依頼する
内部にホコリがたまったまま使用する
と、火災の原因となることがあります。
特に、湿気の多くなる梅雨期の前に行
うと、より効果的です。

■ お手入れするときは電源プラグを
抜く
感電の原因となることがあります。

■ 聞き終わったら、電源を切る前に、
音量を下げる（電子式ボリューム
の場合）
音量が上がっていると、電源を入れた
とき突然大きな音が出て聴力障害など
の原因となることがあります。

■ ヘッドホンを使用するときは、音
量を上げすぎない
耳を刺激するような大きな音量で長時
間続けて聞くと、聴力に悪い影響を与
えることがあります。

■ 移動するときは、電源プラグや接
続コード類を外す
接続したまま移動すると、コードに傷
がつき、火災や感電の原因となること
があります。

■ 設置および配線工事には、経験
と技術が必要なため、販売店に
相談する

■ 長時間、音がひずんだ状態で使わ
ない
スピーカーが発熱し、火災の原因とな
ることがあります。

■ この機器の包装に使用している
ポリ袋は、小さなお子様の手の届
くところに置かない
頭からかぶると窒息の原因となります。

■ テレビ、オーディオ機器、ビデ
オ機器、ゲーム機、スピーカー
などの機器を接続する場合は、
各機器の取扱説明書をよく読み、
電源を切り、説明書に従って接
続する
接続には指定のコードを使用してく
ださい。指定以外のコードを使用し
たりコードを延長したりすると発熱
し、やけどの原因となることがあり
ます。

■ 転倒防止のため次のような処置をする
地震などで転倒すると、けがの原因と
なることがあります。
・製品専用のテレビ台を使用する
　ときは、テレビ台に付属している
　金具で固定する。
・壁または柱などに固定するときは、
　テレビ後面左右の穴を利用し、丈
　夫なひもなどで壁や柱に固定する。
　その際、柱や壁は確実に固定できる
　場所を選ぶ。
※ひも、ねじなどは市販品をご利用ください。

■ レンズを直接太陽に向けない
太陽光など、強い光の当たる場所に
置かないでください。光が焦点に集
まって火災になる場合があります。
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正しくお使いいただくためのご注意

o次のような場所に置かないでください。
0 湿気やほこりの多いところ
0 厨房など蒸気や油分の多いところ
0 熱器具の近くなど
0 窓を閉めきった自動車の中や直射日光が当たって温度が上がるところ
0 使用周囲温度範囲外の暑いところや寒いところ
0 窓ぎわなど水滴の発生しやすいところ
0 腐食性のガスが発生するところ
0 放射線や X線、強い電波および強い磁気を発生するところ
0 振動、衝撃のあるところ
0 砂の多いところ
0 蛍光灯の近くなど、不安定であったり明滅をする光源下
0 変圧器やモーターなど強い磁器を発生するところ
0 トランシーバーや携帯電話など電波を発生する機器の近く
0 プールなど薬剤を使用するところ

o保管および使用場所について
0 本機を寒い場所から暖かい室内などへ移動したときに、結露が発生し、動作しない場合
があります。この場合は室温に 1時間程度放置したあと、電源を入れてください。

0 本機は防塵・防水性能 IP66ですが、どのような環境下でも浸水しないことを保証し
ているものではありません。
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o赤外照明について
0 本機の赤外光を至近距離で直視しないでください。
0 ドームカバーを定期的に清掃してください。汚れが付着していると、赤外光が映り込
み画像が白く光って見えることがあります。

0 画像サイズを広角端で使用すると、画面の四隅に白い光が映る場合があります。ズー
ムを少し望遠側に調節することで白い光が映らなくなります。

0 下記の状態になると、誤動作の原因となります。誤動作を起こす場合は、画角、メニュー
設定［DAY/NIGHT］などを調節してください。

0 センサー部が隠れる
0 センサー部に強い光が当たる
0 センサー部と被写体の明るさが大きく異なる

0 赤外光がレンズに直接入らないように遮光クッションがレンズに取り付けられてい
ます。調節後、ドームカバーを取り付けるとき、遮光クッションがテーパ（傾斜）側を
上向きにして確実に取り付けられていることを確認してください。（下図参照）。遮光
クッションが脱落したり、変形していると、赤外光がレンズに入り映像が白く光って
見えることがあります。

.

遮光クッション

センサー部

oお手入れについて
0 本機の汚れは乾いた柔らかい布などで取ってください。汚れがひどいときは、中性洗
剤を水でうすめてふき、後でからぶきしてください。シンナーやベンジンなどでふか
ないでください。表面がとけたり、くもったりします。

0 お手入れは、電源を切ってから行なってください。
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o省エネについて
長時間使用しないときは、安全および節電のため電源を切ってください。

o著作権保護に関して
0 お客様ご自身が、素材画像の著作者であるか、または著作権者から複製などについて
許諾を受けている場合を除き、他人の著作物を素材画像として、複製、改変、送信など
するには原則として著作権者の許諾が必要です。

0 許諾を得ないで他人の著作物を複製、改変、送信などした場合には、著作権法違反とされ
損害賠償などの責任を負うことがありますので、他人の著作物を素材画像として使用す
る際、その著作物の使用許諾条件などについては、お客様ご自身で十分ご確認ください。

0 被写体の権利(者)が存在する場合は、撮影の許諾、利用(加工)の許諾を受ける必要が
ありますので、お客様ご自身でそれに係わる許諾条件を十分ご確認ください。

0 録画（録音）したものは個人として楽しむなどのほかは著作権上、権利者に無断で使
用できません。

o免責について
0 本機のカメラ映像によりプライバシー侵害などが発生した場合、万一発生した不便
や障害に対する責任は一切負いません。

0 動き検出機能は、盗難、火災などを防止する機能ではありません。万一発生した不便
や障害に対する責任は一切負いません。

oその他
0 長時間非常に明るいライト等にレンズを近づけたままにしないでください。
0 動きのある被写体で残像が見える場合がありますが、故障ではありません。
0 モニター出力使用時に、表示領域の広いモニターを用いた場合は画面の外周部に線
が見えることがあります。

0 商用電源周波数 50 Hzの地域では、蛍光灯照明下（インバーター照明器は除く）のち
らつき（フリッカー）を軽減するため、露光設定を“フリッカーレス”に設定してご
使用ください。
フリッカーレスに設定しても、非常に明るい照明環境下では、ちらつき（フリッカー）
が発生することがあります。

0 ハロゲンランプや電球など赤外線成分が強い光源では黒色の被写体が紫に近い色に
映ることがありますが、本機の特性によるもので故障ではありません。

0 強い光源がある場合には、被写体が紫に近い色に映ることがありますが、本機の特性
によるもので故障ではありません。

0 本機で使用できるカメラ電源ユニットは TK-HU141/TK-HU181 です。
0 CMOS撮像素子を使用した本機はローリングシャッター方式のカメラです。旋回台
に搭載した撮影や動く被写体を撮影する場合に、建物の柱や被写体がゆがみ、実際と
は違う画像が出力されます。
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本書記載内容について
0 本書の著作権は弊社に帰属します。本書の一部、または全部を弊社に無断で転載、複製
などを行うことは禁じられています。

0 本書に記載されている他社製品名は、一般に各社の商標、または登録商標です。本書で
は™、®、©などのマークは省略してあります。

0 本書に記載されたデザイン、仕様、その他の内容については、改善のため予告なく変更
することがあります。

0 本書で使われている画面は、実際のものとは異なる場合があります。
0 最新の取扱説明書は、弊社ホームページ の「ビジネス向け製品・サービス」にてご確認
ください。
弊社ホームページ：http://www3.jvckenwood.com/

添付物・付属品
梱包内の機器や部品が一致していることを確認してください。
0 取扱説明書 × 2
0 モニターケーブル × 1
0 テンプレート × 1
0 スクリュー（M4） × 4
0 スクリュー（Φ4.1） × 4
0 スクリューアンカー × 4
0 レンチ × 1
0 スクリューホールプラグ × 1
0 シリカゲル × 1
いずれかが同梱されていない場合は、お買い上げ販売店、または最寄りのサービス窓口
までご連絡ください。

この取扱説明書の見かた
■ 本文中の記号の見かた
ご注意 ：操作上の注意が書かれています。
メモ ：機能や使用上の制限など、参考になる内容が書かれています。
A ：参考ページや参照項目を示しています。
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各部の名称とはたらき

.

番号 名称
A PoCケーブル

（カメラ電源ユニット TK-HU141もしくは TK-HU181と接続します。電源と映
像出力が重畳されています。PoCは Power over Coaxの略です。 ）

B ボトムケース
C 赤外照明
D チルト固定ねじ
E レンズ部
F インナードーム
G ドームカバー
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.
① ②

番号 名称 説明
A MONITOR出力

（コネクター）
付属のモニターケーブルを接続してお使いください。本
機設置時の画角調節や、フォーカスを調整する場合に使
用します。記録用には適しません。PoCの出力と同じ映
像設定で出力されます。

B メニュースイッチ メニュー設定用スイッチです。上下左右に動かすことが
できます。また、中心位置で押すことでメニューの選択を
することができます。（SETUP）
メニュー非表示の状態で左を長押しすると NTSC出力
に、右を長押しすると HD出力に切り替えることができ
ます。
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設置
外観の確認
開梱時、本機や付属品の外観に目視できる破損がないことを確認してください。

ご注意 : 
0 壁または天井に取り付けるには特別な注意が必要です。お客様による工事は避けて専
門の工事業者にお任せください。本機が落下するとけがや事故の原因となります。

0 天井への取り付けは、落下物から目を保護するため、必ず保護めがねを着用して行なっ
てください。

0 天井の強度を確認ください。本機が落下する原因となります。十分な強度をもってい
ない場所に取り付ける場合は、設置前に補強を必ず行なってください。

本機の取り付け

作業前にお読みください。

ご注意 : 
0 本機を設置する場合は、専門技術が必要となります。
設置は、販売店にご依頼ください。

0 本機は、本機自身や接続ケーブルへの誘雷に対しある程度の対応はしておりますが、
万全ではありません。落雷の被害が考えられる取付場所では、必ず接続ケーブルにア
レスターを追加するなどの対応をとってください。

0 設置説明に従わない不完全な取り付けによって、カメラが落下した場合、当社は責任
を負いかねます。設置は十分に注意して行なってください。

0 取付部の劣化や振動によるねじのゆるみを定期的に点検し、落下の危険がないことを
確認してください。

0 本機を天井に取り付ける場合、本機の質量（約 700 g）を支えられる十分な強度をもっ
た場所に取り付けてください。十分な強度をもっていない場所に取り付ける場合は、
設置前に天井への補強を必ず行なってください。

0 取付ねじやナットでの締め付けが不十分だと本機が落下する原因となります。締め付
けは適正かつ確実に行なってください。

0 スポットライトなど、高温になる照明器具の近くに設定しないでください。故障や火
災の原因となります。
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o設置場所の決定
付属のテンプレートを使って設置場所にマークします。（壁面設置）

1 設置場所に付属のテンプレートを配置して、テンプレートのねじ取付け孔の
位置に直径 6 mmの穴を 4箇所あける

2 その後、あけた穴に付属のスクリューアンカー（4個）を挿入しる
（4箇所: シングルギャングソケット用、2箇所： ダブルギャングソケット用、
壁面取り付けの場合）

3 必要に応じて、ケーブル通線孔（Φ24 mm程度）をあける

.

83mm

(4箇所)

ねじ取付け孔

8
3
m
m

4
6
m
m

3
6
m
m

22mm (2箇所)

ねじ取付け孔

ケーブル孔(Φ24mm)

フロント

メモ : 
0 電工ボックスを使って本機を取り付けたい場合は、お買い上げ販売店または最寄りの
サービス窓口にご相談ください。
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oドームカバーをはずす
ドームカバーを取りはずします。

1 付属のレンチを使ってドームカバーの 3箇所のねじをゆるめて（ねじは取ら
ない）ドームカバーを取りはずす

2 インナードームに貼ってある保護シートを剥がし、インナードームを持ち上
げる

3 ドームカバーを開く

.

ドームカバー
取り付けねじ
（３箇所）

o電源を接続する
カメラ電源ユニットを接続します。
使用する同軸ケーブルにより最大延長距離は下記のようになります。

適合カメラ電源ユニット ケーブルの種類 最大延長距離
TK-HU141
TK-HU181

3C-2V 300ｍ
5C-2V 500ｍ
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o落下防止ワイヤーの接続

1 天井とカメラをつなぐ落下防止ワイヤーをカメラ本体に取り付ける
（落下防止ワイヤーは付属されていません）

.

落下防止ワイヤー

ご注意 : 
0 落下防止ワイヤーは長さ・強度・材質（絶縁性）などを十分考慮したものを使用してく
ださい。

0 落下防止ワイヤーは十分な強度がある場所にしっかりと固定してください。

o防じん・防水処理をする
0 防じん、防水のために、カメラのケーブル取り出し口およびすきまと、カメラ取付部の
穴をシール材で埋めて完全にふさぐようにしてください。
水や湿気が入り込み、レンズやドームカバーがくもる場合があります。

0 雨が降っているときに取り付ける場合は、雨が本機に侵入しないようにご注意くださ
い。

0 本機内部を除き、接続されるケーブル類はすべて防水テープ（融着）などで確実に防水
処理を行なってください。
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oボトムケースの配管用穴を使ってカメラを取り付ける
直接天井にカメラを取り付けられない場合、ボトムケース側面または底面の配管用穴を
使いカメラを配管に取り付けます。
0 配管穴：G3/4-14 UNC
（ボトムケース側面に付ける場合）

.

シールテープ

1 2
3

4

1 ベース側面のスクリューホールプラグをはずす
0 マイナスドライバーでプラグをゆるめ、プラグを抜き取ります。

2 取りはずしたスクリューホールプラグをベース底面の配管穴に取り付ける
3 シールテープを巻く

0 配管の接続部（配管用穴のねじ部と配管のねじ穴が合うところ）にシールテープを
2回以上巻きつけます。

4 ボトムケースを配管に取り付ける
0 ボトムケース側面の配管用穴に配管をねじ込みます。

ご注意 : 
0 配管をねじ込むとき、配管を 12 mm以上ねじ込まないでください。
それ以上ねじ込むと、本機が破損する原因となります。

メモ : 
0 壁に取り付ける場合は、天井に取り付ける場合とカメラの向きが異なります。防滴の
ために配管用穴が下側になるようにカメラを取り付けてください。

o電工ボックスに取り付けるとき
詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせください。
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映像の調節
カメラの取り付けが終わったら、実際の映像を見ながら映像の調節を行います。
カメラメニューについては「取扱説明書（メニュー設定）」をご覧ください。
ご注意 : 
0 カメラ本体を触る前に必ず体に帯電した静電気を放電してください。静電気によりカ
メラが故障する場合があります。

o映像出力モードの設定
本機は工場出荷時 HD出力に設定されています。
HD出力は従来の NTSC用ビデオモニタでは表示できません。
NTSC用ビデオモニタで画角・フォーカス調整する場合には、以下の手順で NTSC出力
に切り替えてください。

NTSC出力への切り替え
メニューが表示されていない状態で Hボタンを長押しすると NTSC出力に切り替わり
ます。

HD出力への切り替え
メニューが表示されていない状態で Iボタンを長押しすると HD出力に切り替わりま
す。
ご注意 : 
0 HD出力と NTSC出力のメニュー設定は完全に独立しています。
このため、メニュー設定はご使用になる出力モードに設定の上、作業を行なってくだ
さい。
例）出力モード NTSCでメニュー設定を行い、出力モードを HDに切り替えた時、NTSC
で行なった設定変更は HDに引き継がれません。
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o撮影方向の調節

1 モニターを取り付ける
0 カメラの撮影方向、画角やフォーカスの調節を行なうため、付属のモニターケーブ
ルを使用してテストモニターに接続します。

2 カメラの電源を入れる
3 カメラの撮影方向を調節する

Aチルト固定ねじをゆるめます。
Bパン、チルト、ローテーションの調節をし、レンズを被写体に向けます。
C調節後、使用中にゆるまないようにチルト固定ねじをしっかりと締めてくだ
さい。

.

チルト固定ねじ

メモ : 
0 パンの可動範囲： ±175°
0 チルトの可動範囲： 0°～ 55°
0 ローテーション範囲： ±180°
（底面に対し垂直となる方向が 0°）

ご注意 : 
0 調節範囲を超えてカメラを動かすと、本機の性能が維持できなくなる場合がありま
す。

0 本機では、チルト、ローテーションの範囲が広いため、画角や向きによっては、本機の
一部が撮影画面に映り込む場合があります。

0 カメラの方向を調節するとき、レンズ部を持たないでください。レンズ部に強い力を
加えると、破損する場合があります。

0 ローテーションは 360°以上回転させないでください。回しすぎると故障する場合が
あります。
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o画角の調節

1 ズームレバー/固定ねじをゆるめる
2 ズームリングを左右に動かし画角を調節する
3 調節が終わったら固定ねじを締める

oフォーカスの調整
カメラメニューで［フォーカス調整］に設定すると、フォーカスの調整がしやすくなりま
す。詳しくは「取扱説明書（メニュー設定）」（別冊）をご覧ください。

1 フォーカスレバー/固定ねじをゆるめる
2 フォーカスリングを左右に動かしフォーカスを調整する

0 ドームカバーの保護シートをはがし、ドームカバーをかざしてフォーカスを確認
します。確認が終了したら、再度保護シートをドームカバーにはります。

3 フォーカスを確認したら固定ねじを締める

.

ズームレバー/固定ねじ

フォーカスレバー/固定ねじ
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oシリカゲル（付属品）を入れる
0 図のようにシリカゲルを装着し、固定用ラグ金具で固定してください。

.

シリカゲル

シリカゲル固定用ラグ金具

ご注意 : 
0 シリカゲルはアルミパックで覆われていますので、アルミパックからシリカゲルを取
り出して使用してください。

0 シリカゲル装着後は速やかにドームカバー部を取り付けてください。
0 雨の日や、湿度の高い環境での設置工事やメンテナンスなどでドームカバーを開閉す
ると、その後の気温変化でドームカバーがくもることがあります。シリカゲルは、必ず
入れてください。
シリカゲル品番:LW40500-001A
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ドームカバーの取り付け
すべての設定が終了したら、ドームカバーを取り付けます。

.

1 本体の側面配管部とドームカバー側面の凹を合わせる
2 ねじ 3箇所を付属のレンチで締め込む
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こんなときは
症状 原因と対応

NTSCモニターに映像が出力
されない

Bメニュー非表示の状態でメニュースイッチを左に長
押しして HDから NTSCに切り替えてください。

フル HD出力の映像が不鮮明
になる

0 カメラ電源ユニット TK-HU141もしくは TK-HU181
の CABLE LENGTHスイッチで設定されている最大
伝送距離を超えて使用する場合、映像は不鮮明になる
ことがあります。

Bカメラ電源ユニット TK-HU141もしくは TK-HU181
の CABLE LENGTHスイッチが伝送距離に合わせて
［SHORT］または［LONG］に正しく設定されているか
確認してください。

ハンチングが発生する Bメニューで［レンズ］-［オートアイリス］-［IRIS
SPEED］を最適な値に設定してください。
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保証とアフターサービス
保証書の記載内容ご確認と保存について
この商品は保証書を取扱説明書内に記載しております。
製造番号は、取扱説明書内の保証書に記載または貼付されています。
製造番号、記載内容をご確認いただき、大切に保管してください。

ご注意 : 
製造番号が記載または貼付されていない保証書は無効となります。

保証期間について
保証期間は、お買い上げ日より 1年間です。保証書の記載内容によって、お買い上げ販売店が修
理いたします。なお、修理保証以外の補償はいたしかねます。
故障その他による営業上の機会損失は補償いたしません。その他詳細は保証書をご覧ください。

保証期間経過後の修理について
保証期間経過後の修理については、お買い上げ販売店にご相談ください。修理によって
機能が維持できる場合は、お客様のご要望に応じて有料にて修理いたします。

サービス窓口
0 下記 URLをご覧ください。

http://www3.jvckenwood.com/pro/service.html
0 カスタマーサポートセンター (045-939-7320)

サービスについてのお問い合わせ先
修理・保守・設置工事については、お買い上げ販売店、または最寄りのサービス窓口にご
相談ください。

修理を依頼されるときは
お買い上げ販売店、またはサービス窓口に次のことをお知らせください。

品名 ：耐衝撃ドーム型 HDカメラ
型名 ： TK-HS221WPR
お買い上げ日：
故障の状況 ：故障の状態をできるだけ具体的に
ご住所 ：
お名前 ：
電話番号 ：

商品廃棄について
この商品を廃棄する場合は、法令や地域の条例に従って適切に処理してください。
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仕様
カメラ部
撮像デバイス 1/2.9型 CMOS
有効画素数 219万画素 1985（水平） x 1105（垂直）
アスペクト比 16:9
解像度 950TV 本（中心）typ.
撮像面積 水平 5.6 mm x 垂直 3.1 mm
カラー撮像方式 単板、原色ローリングシャッター方式
走査方式 プログレッシブ
同期方式 内部同期
最低被写体照度 カラー 0.8 lx typ.

（1/30、F1.4、50 %出力、AGC 15）
白黒 0 lx typ.
（1/30、F1.4、50 %出力、AGC 15）

S/N比 HD 47 dB（AGC 0, SHARPNESS OFF）typ.
　（弊社測定方法による）
NTSC（参考） 52 dB（AGC 0, SHARPNESS OFF）typ.

映像出力 AHD2.0、BNC
モニター出力 AHD2.0、RCA
赤外照射距離 10 m

レンズ部
焦点距離 2.8 mm ～ 12 mm
最大口径比 F1.4 (f=2.8 mm)
包括角度（設計値） f=2.8 mm にて 96°（水平）×50°（垂直）

f=12 mm にて 36°（水平）×20°（垂直）
絞り範囲 F1.4 ～ F360 相当
撮影角度調整 パンの可動範囲：±175°

チルトの可動範囲：0～55°
ローテーションの可動範囲：±180°
（底面に対し垂直となる方向が 0°）
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機能
ホワイトバランス ATW、AWC、マニュアル、ATW-FULL
AGC 最大ゲイン調整可能
電子感度アップ OFF、オート（x2、x4、x8、x16、x32、x60）
電子シャッター オート、1/30、1/60、フリッカーレス、1/250、1/500、1/1000、

1/2000、1/4000、1/10000、1/20000、1/50000
ワイドダイナミックレンジ アクティブガンマ方式（OFF、ON、オート）
シャープネス 調整可能
ノイズリダクション 2次元 DNR（OFF、LOW、MIDDLE、HIGH）

3次元 DNR（OFF、LOW、MIDDLE、HIGH）
デイナイト機能 赤外カットフィルタ切り換え（オート、カラー、白黒、ＥＸＴ）
プライバシーマスク 最大 4箇所設定可能（矩形）
映像反転機能 あり
ケーブル延長距離 最大 500 m（5C-2V接続時）

最大 300 m（3C-2V接続時）
カメラタイトル 最大 15文字（英字、数字、記号）

総合部
電源 適合カメラ電源ユニットから供給
消費電力 3.3 W
消費電流 220 mA
周囲温度 -10 ℃～50 ℃（動作）、0 ℃～40 ℃（推奨）
湿度 20 %RH～90 %RH（結露なきこと）
防水性能 IP66 準拠（JIS C 0920:2003年）
外形寸法 Φ135 mm × 高さ 109 mm（突起物含まず）
質量 約 700 g
適合カメラ電源ユニット TK-HU141、TK-HU181
添付物・付属品 取扱説明書 × 2

モニターケーブル × 1
テンプレート × 1
スクリュー（M4） × 4
スクリュー（Φ4.1） × 4
スクリューアンカー × 4
レンチ × 1
スクリューホールプラグ × 1
シリカゲル × 1
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外形寸法図
単位：mm

.

Φ135

1
0
9

注：本機の仕様および外観は、改善のため予告なく変更することがあります。
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保証書について
.

お客様にご記入いただいた保証書は、保証期間中、及びその後の点検・サービス活動のために記載内
容を利用させていただく場合がありますので、ご了承ください。

本書は、本書記載内容で、無料修理を行なうことをお約束するものです。

お客様へのお願い

保証期間中、取り扱いについての説明書及び本体貼付ラベル等の注意書きに従った正常な使用
状態で故障した場合は、無料修理をさせていただきます。お買い上げの販売店に修理をご依頼
のうえ、修理に際して本書をご提示ください。
保証期間中の修理など、アフターサービスについてご不明の場合は、お買い上げの販売店、又は
JVCケンウッドカスタマーサポートセンターにご相談ください。
次のような場合は、保証期間内でも有料修理にさせていただきます。
（1）本書のご提示がない場合。
（2）本書にお買い上げ年月日､お客様名､お買い上げ販売店名の記載がない場合､及び本書に記載

の字句（製造番号など）を書き換えられた場合。
（3）ご使用上の誤り､及び不当な修理や改造による故障及び損傷。
（4）お買い上げ後の輸送、移動、落下などによる故障及び損傷。
（5）火災、地震、風水害、雷、その他の天災地変、虫害、塩害、公害、ガス害（硫化ガスなど）

や異常電圧、指定外の使用電源（電圧、周波数）による故障及び損傷。
（6）不具合の原因が本製品以外（外部要因）による場合。
（7）特殊な環境条件下での故障及び損傷。
（8）各部の点検又は定期保守の費用。
（9）消耗品（電池、カメラの撮像素子、ランプ、モーター、HDD、液晶パネルの経時による

劣化や残像や焼付け、表示ムラ、及び取扱説明書に記載されている消耗部品など）の
部品代、交換技術料。また、1年間を超える保証期間の場合、お買い上げ日から1年間
経過後は、上記消耗品の他にカメラ付属のレンズ組立も有料になります。

（10）出張修理対象商品の場合。
離島及び離島に準ずる遠隔地への出張修理を行った場合には、出張に要する実費を申し
受けます。

（11）持込み修理対象商品の場合。
修理の対象商品を直接メーカーへ送付した場合の送料はお客様の負担とさせて戴きます。
また、出張修理を行った場合には、出張料はお客様の負担とさせて戴きます。

この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。
尚、故障、その他による営業上の機会損失や記録内容等ソフト内容の補償は致しかねます。
この保証書によって（株）JVCケンウッド・公共産業システム、及びそれ以外の事業者に対する
お客様の法律上の権利を制限するものではありません。
本書は日本国内においてのみ有効です。
This warranty is valid only in Japan.

本書にお買い上げ年月日、お客様名、お買い上げ販売店名が記載されているかお確かめください。
万一記入がない場合は直ちにお買い上げ販売店にお申し出ください。
保証期間中の修理など、アフターサービスについてご不明の場合や、ご贈答品等で、本書記載の
お買い上げ販売店に修理をご依頼になれない場合は、JVCケンウッドカスタマーサポートセンター
にご相談ください。
ご転居の場合は、事前にお買い上げの販売店にご相談ください。
本書は再発行いたしませんので、紛失しないよう大切に保管してください。
保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について詳しくは、取扱説明書をご覧いただき、
ご不明の場合は、お買い上げの販売店又はJVCケンウッドカスタマーサポートセンターにお問い
合わせください。

1.  
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三
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は
あ
り
ま
せ
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C
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ン
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ド
カ
ス
タ
マ
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サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
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0570–010–114
0120–2727–87
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